











Focusing on CAVT, we conducted a questionnaire survey of students at University A with the aim of understanding 
the actual situation of career education subject dividends and changes in career consciousness at universities. Three 
results were obtained. The fi rst is that male students had higher action scores and vision scores than female students. 
Second, the third graders had higher action scores than the first and second graders. And the third result was that 
although it was weak as a model, the independent lesson attitude question items had an effect as a factor to increase the 
action score and vision score. However, CAVT in this study, there was no signifi cant difference between grades and 
implementation times, and due to the infl uence of athlete student responses, it is possible that the CAVT survey may not 
be refl ected depending on the environment.
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１．はじめに
総務省統計局の「人口推計（2019年（令和元年）10月 1日現在）」によると，日本の総人口は 1億 2,616
万 7千人となり，前年に比べ 27万 6千人の減少と 9年連続で減少している。15歳未満人口においては 1,521
万人で，前年に比べ 20万 4千人減少し，総人口に占める割合は 12.1％で過去最低を記録している。こうし
大学におけるキャリア教育科目配当年次とキャリア意識変容の実態
─ A大学における CAVT（キャリア・アクション・ビジョン・テスト）を利用した単純比較─
Career education courses at universities annual dividends and changes in career awareness





































































対象は関東圏の 4年制 A大学の大学生である。2019年度の国際経営学部の 1年生から 3年生とキャリア
デザインⅠ，キャリアデザインⅡを受講した教育学部の 3年生を対象に調査を行った。内訳は 2019年前期



















第１回，2019年 7月に前期第 2回，2019年 9月に後期第 1回，2020年 1月または 2月に前期第 2回の合計
4回を表 1に示した講義のタイミングで実視した。
1年生 2年生 3年生
2019年 4月 オリエンテーション キャリアプランニングⅡ初回 キャリアデザインⅠ初回
2019年 7月 ロジカルシンキング最終回 キャリアプランニングⅡ最終回 キャリアデザインⅠ最終回
2019年 9月 キャリアプランニングⅠ初回 キャリアプランニングⅢ初回 キャリアデザインⅡ初回









































































N 平均値 SD N 平均値 SD
全体 2223 21.47 4.699 2223 21.04 5.349
男性 1597 21.68 4.762 1597 21.45 5.339
女性 626 20.96 4.520 626 20.01 5.226
1年生 767 21.31 4.650 767 20.94 5.507
2年生 721 21.23 4.916 721 20.80 5.403

















767名，2年生 721名，3年生 735名となった。また，実施回男女別では，表 5に示す。
アクション得点 ビジョン得点
N 平均値 SD N 平均値 SD
1年生前期 1回目
女性 59 21.68 3.954 59 21.29 5.543
男性 158 21.57 4.461 158 21.38 5.106
1年生前期 2回目
女性 47 20.30 4.510 47 19.21 5.890
男性 107 21.74 4.653 107 21.70 4.932
1年生後期 1回目
女性 61 20.44 4.724 61 20.03 5.747
男性 139 21.01 5.260 139 20.51 6.086
1年生後期 2回目
女性 52 21.21 4.729 52 20.52 5.876
男性 144 21.58 4.464 144 21.25 5.279
2年生前期 1回目
女性 42 19.98 4.297 42 19.38 4.818
男性 128 21.70 4.602 128 21.45 5.005
2年生前期 2回目
女性 48 21.50 4.395 48 19.60 5.205
男性 138 21.45 5.102 138 21.26 5.548
2年生後期 1回目
女性 44 19.95 4.865 44 18.34 4.725
男性 138 20.84 5.032 138 20.71 5.465
2年生後期 2回目
女性 43 19.91 4.883 43 18.86 5.120
男性 140 22.09 5.104 140 22.04 5.599
3年生前期 1回目
女性 73 21.92 4.536 73 20.71 4.987
男性 153 22.10 4.836 153 21.97 5.394
3年生前期 2回目
女性 65 21.23 4.527 65 20.38 5.150
男性 135 21.78 4.648 135 21.30 5.399
3年生後期 1回目
女性 45 21.76 4.427 45 20.84 4.537
男性 111 22.30 4.265 111 22.44 4.394
3年生後期 2回目
女性 47 20.68 3.811 47 19.83 4.488









統計量 自由度 p値 統計量 自由度 p値
女性 0.987 626 0.000 0.985 626 0.000








を行ったところ，表 8に示すように，アクション得点は p＝ 0.001，ビジョン得点は p＝ 0.000と検定結果
には有意な差があり，アクション得点については女性よりも男性の方が 0.72ポイント高いこと，ビジョン
得点については，女性よりも男性の方が 1.44ポイント高いことが示された。
検定統計量 SE 標準化検定統計量 p値
アクション得点（男性－女性） 545696.500 13580.754 3.375 0.001




の Kruskal-Wallisを用いて比較を行ったところ，アクション得点に関しては，「1年生－ 3年生」で p＝ 0.029，




統計量 自由度 p値 統計量 自由度 p値
1年生前期 1回目
女性 0.955 59 0.030 0.943 59 0.008
男性 0.976 158 0.008 0.973 158 0.003
1年生前期 2回目
女性 0.977 47 0.463 0.966 47 0.185
男性 0.976 107 0.049 0.976 107 0.049
1年生後期 1回目
女性 0.981 61 0.467 0.976 61 0.276
男性 0.978 139 0.026 0.968 139 0.002
1年生後期 2回目
女性 0.980 52 0.520 0.956 52 0.053
男性 0.974 144 0.008 0.973 144 0.006
2年生前期 1回目
女性 0.968 42 0.287 0.992 42 0.991
男性 0.975 128 0.017 0.969 128 0.005
2年生前期 2回目
女性 0.972 48 0.314 0.978 48 0.513
男性 0.968 138 0.003 0.964 138 0.001
2年生後期 1回目
女性 0.972 44 0.351 0.984 44 0.804
男性 0.981 138 0.049 0.966 138 0.002
2年生後期 2回目
女性 0.977 43 0.527 0.949 43 0.053
男性 0.967 140 0.002 0.949 140 0.000
3年生前期 1回目
女性 0.972 73 0.105 0.964 73 0.035
男性 0.965 153 0.001 0.965 153 0.001
3年生前期 2回目
女性 0.977 65 0.261 0.979 65 0.329
男性 0.973 135 0.009 0.971 135 0.006
3年生後期 1回目
女性 0.969 45 0.274 0.963 45 0.159
男性 0.981 111 0.115 0.975 111 0.035
3年生後期 2回目
女性 0.962 47 0.125 0.932 47 0.009




検定統計量 SE 標準化検定統計量 p値
2年生－ 1年生 10.521 33.219 0.317 0.751
2年生－ 3年生 -82.766 33.568 -2.466 0.014









学 1年生の CAVT結果と比較した。A大学では 1年次の後期にキャリア教育を実施しているため，キャリア





実施前 実施後 差 実施前 実施後 差
地方国立大学 1年生（平均） 18.167 20.219 2.052 17.579 19.010 1.431
京都産業大学 1年生 19.670 21.920 2.250 19.110 21.150 2.040

















説明変数 β p値 B
95％信頼区間
下限 上限
（7）授業には意欲的に参加する 0.165 0.000 0.843 0.614 1.071
（8 ）プレゼンテーションの際，何を質問
されても大丈夫なように十分に調べる
0.157 0.000 0.737 0.534 0.939
（5）課題は納得いくまで取り組む 0.122 0.000 0.611 0.366 0.855
（2 ）課されたレポートや課題を少しでも
良いものに仕上げようと努力する
0.066 0.008 0.341 0.088 0.595

















































説明変数 β p値 B
95％信頼区間
下限 上限
（7）授業には意欲的に参加する 0.211 0.000 1.085 0.683 1.487
（5）課題は納得いくまで取り組む 0.188 0.000 0.955 0.547 1.363
（8 ）プレゼンテーションの際，何を質問
されても大丈夫なように十分に調べる




説明変数 β p値 B
95％信頼区間
下限 上限
（7）授業には意欲的に参加する 0.150 0.000 0.765 0.490 1.041
（8 ）プレゼンテーションの際，何を質問
されても大丈夫なように十分に調べる
0.154 0.000 0.730 0.490 0.970
（5）課題は納得いくまで取り組む 0.104 0.000 0.518 0.232 0.805
（2 ）課されたレポートや課題を少しでも
良いものに仕上げようと努力する




説明変数 β p値 B
95％信頼区間
下限 上限
（5）課題は納得いくまで取り組む 0.110 0.000 0.624 0.336 0.912
（8 ）プレゼンテーションの際，何を質問
されても大丈夫なように十分に調べる
0.125 0.000 0.667 0.430 0.904
（7）授業には意欲的に参加する 0.109 0.000 0.636 0.366 0.907
（2 ）課されたレポートや課題を少しでも
良いものに仕上げようと努力する
0.090 0.000 0.531 0.234 0.827
（6 ）単位さえもらえればよいというきも
ちで授業に出る




説明変数 β p値 B
95％信頼区間
下限 上限
（5）課題は納得いくまで取り組む 0.195 0.000 1.144 0.656 1.632
（8 ）プレゼンテーションの際，何を質問
されても大丈夫なように十分に調べる
0.153 0.000 0.817 0.371 1.264


















































0.117 0.000 0.680 0.331 1.029
（8 ）プレゼンテーションの際，何を質問
されても大丈夫なように十分に調べる
0.112 0.000 0.596 0.320 0.872
（7）授業には意欲的に参加する 0.109 0.000 0.624 0.305 0.944
（5）課題は納得いくまで取り組む 0.091 0.003 0.508 0.176 0.841
（6 ）単位さえもらえればよいというきも
ちで授業に出る
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